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研
究
ノ
ー
ト

海
外
日
蓮
宗
に
お
け
る
英
語
読
経
事
情
を
探
る
〜
神
力
品
〜

川
　
口
　
智
　
德

１
、
は
じ
め
に

　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
に
日
蓮
宗
北
米
開
教
百
周
年
慶
讃
法
要
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
蓮
宗
米
国
別
院
で
内
野
日
総
管
長
の
導

師
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。
北
米
の
教
師
や
信
徒
が
集
結
し
、
日
本
か
ら
も
訪
問
団
が
多
数
参
列
さ
れ
た
。
前
日
も
北
米
開
教
師
や
全
国

声
明
師
会
連
合
会
が
出
仕
し
、
日
蓮
宗
北
米
開
教
区
先
師
報
恩
法
要
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も
、
導
師
に
よ
る
勧
請
回
向
は
、
英
語
と
日
本

語
で
な
さ
れ
、
献
香
・
献
華
・
対
揚
（
誠
敬
段
）・
祖
訓
（
報
恩
抄
）
は
全
て
英
語
で
な
さ
れ
る
日
英
両
語
に
よ
る
画
期
的
な
法
要
で
あ

っ
た
。

　
北
米
で
は
近
年
、
英
語
で
も
読
経
が
さ
れ
、
日
曜
礼
拝
な
ど
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
昨
年
度
、

日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
出
版
さ
れ
た
村
野
宣
忠
師
に
よ
る
“TH

E LO
T
U
S SU

T
RA

”（
一
九
七
四
年

初
版
）
が
あ
る
。
法
華
経
の
英
訳
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
一
八
八
四
年
にJan H

endrik H
ern

氏
に
よ
る
翻
訳
“The Lotus of the 

T
rue Law

”
を
皮
切
り
に
、
立
正
佼
成
会
か
ら
、Gene Reeves

氏
に
よ
る
訳
本
や
、
近
年
で
は
、
創
価
学
会
か
らBurton W

atson

氏
に
よ
る
訳
本
な
ど
実
に
六
冊
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
華
経
の
解
釈
な
ど
に
よ
り
、
翻
訳
の
さ
れ
方
に
若
干
の
ず
れ
が
生
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じ
る
。
鳩
摩
羅
什
師
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
中
国
語
へ
翻
訳
し
た
の
が
西
暦
四
〇
六
年
で
、
今
か
ら
一
六
〇
〇
年
以
上
前
の
話
で
あ

る
。
意
訳
や
注
釈
を
す
る
上
で
は
、
言
語
の
違
い
に
よ
る
ず
れ
（
壁
）
を
ど
う
し
て
も
越
え
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
。
鳩
摩
羅
什
師
が
翻
訳

さ
れ
る
以
前
に
も
多
く
の
先
師
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
法
華
経
へ
の
翻
訳
を
試
み
て
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
正
確
に
翻
訳
す
る

に
は
、
膨
大
な
労
力
が
掛
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
更
に
、
日
本
語
か
ら
英
語
へ
翻
訳
す
る
と
き
に
は
、
英
語
特
有
の
キ
リ
ス
ト
教
を
基

本
と
し
た
単
語
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
ず
れ
が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
事
を
比
較
対
照
し
、
ど

う
い
っ
た
意
図
で
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
探
求
し
て
み
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
、
法
華
経
翻
訳
本
の
紹
介

　
今
回
、
比
較
対
象
と
し
た
の
は
、
筆
者
自
身
が
開
教
師
時
代
に
愛
用
し
て
き
た
村
野
宣
忠
師
の
法
華
経
（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
か
ら
発
刊
）
と
、

Burton W
atson

氏
翻
訳
の
法
華
経
で
あ
る
。
筆
者
は
、
外
国
の
メ
ン
バ
ー
に
は
ど
ち
ら
が
理
解
し
や
す
い
の
か
と
い
う
事
を
考
え
な
が

ら
こ
の
二
冊
を
使
用
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
如
来
寿
量
品
に
出
て
く
る
「
霊
鷲
山
」
の
翻
訳
も
村
野
師
は
、「M

t. Sacred Eagle 

Peak

」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、Burton
氏
は
、「H

oly Eagle Peak

」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
鷲
山
を
表
すEagle Peak

は
同

じ
な
の
だ
が
、
霊
を
表
すSacred

（
神
が
祭
ら
れ
た
場
所
）
とH

oly

（
神
聖
な
る
場
所
）
と
違
い
が
あ
る
。

　
残
念
な
こ
と
に
、Sacred

もH
oly

も
キ
リ
ス
ト
教
の
用
い
る
単
語
で
あ
る
。

　「
法
、
教
え
」
と
い
う
大
切
な
言
い
回
し
で
も
、「T

he Law
, T
ruth, D

harm
a D
octrine, teaching

」
な
ど
、
驚
く
こ
と
に
数
パ

タ
ー
ン
も
存
在
す
る
。
そ
れ
も
、
使
う
場
所
、
文
脈
な
ど
も
考
慮
し
て
取
捨
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
言
語
の
壁
を
乗
り
越
え

る
苦
労
が
絶
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
立
正
大
学
仏
教
学
教
授
で
あ
っ
た
村
野
師
が
二
十
年
以
上
の
歳
月
を
掛
け
て
中

国
語
の
法
華
経
よ
り
翻
訳
し
た
日
蓮
宗
版
の
法
華
経
翻
訳
本
と
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身
、
京
都
大
学
中
国
語
文
学
教
授
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
中
国
語
教
授
で
あ
っ
たBurton W

atson

氏
が
一
九
七
三
年
〜
一
九
九
三
年
ま
で
同
じ
く
二
十
年
の
時
を
掛
け
て
翻
訳
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し
Ｓ
Ｇ
Ｉ
か
ら
出
版
さ
れ
た
最
新
の
法
華
経
翻
訳
本
を
選
択
し
た
。

３
、
法
華
経
比
較
対
象
　
神
力
偈

◆
諸
仏
救
世
者
　
住
於
大
神
通
　
為
悦
衆
生
故
　
現
無
量
神
力

　
諸
仏
救
世
者
　
大
神
通
に
住
し
て
　
衆
生
を
悦
ば
し
め
ん
が
為
の
故
に
　
無
量
の
神
力
を
現
じ
た
も
う

T
he Buddhas, the W

orld-Saviors, have great supernatural pow
ers.

T
hey display their im

m
easurable, supernatural pow

ers in order to cause all living beings to rejoice. 

（By Senchu 

M
urano

）

T
he Buddhas, the Saviors of the w

orld, abide in their great transcendental pow
ers, and in order to please living 

beings they display im
m
easurable supernatural pow

ers. 

（By Burton W
atson

）

　
村
野
師
は
、
大
神
通
も
神
力
も
「Supernatural Pow

er
」
と
翻
訳
し
、Burton

氏
は
、
大
神
通
を
「T

ranscendental

」
と
訳
し
、

神
力
を
「Supernatural Pow

er

」
と
訳
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
世
紀
初
め
に
ト
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
思
想

が
広
ま
っ
た
事
に
影
響
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
セ
ン
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
「
神
」
と
い
う
超
越
的
存
在
を
個
人
の
中
に
見
て
、「
自
立
し
た
自

己
の
精
神
」
と
の
対
話
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
霊
的
な
力
と
い
う
意
味
が
あ
っ
て

も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
言
は
出
来
る
限
り
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 W
orld-savior, T

he Saviors of the w
orld

…
…
救
世
主 
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 Im
m
easurable

…
…
計
る
事
が
出
来
な
い
数
、
無
量 

 A
bide

…
…
留
ま
る 

 In order to

…
…
〜
の
た
め
に 

◆
舌
相
至
梵
天
　
身
放
無
数
光
　
為
求
仏
道
者
　
現
此
希
有
事

　
舌
相
梵
天
に
至
り
　
身
よ
り
無
数
の
光
を
放
っ
て
　
仏
道
を
求
む
る
者
の
為
に
　
此
の
希
有
の
事
を
現
じ
た
も
う

T
he tips of their tongues reach the H

eaven of Brahm
an. Innum

erable rays of light are em
itted from

 their bodies. 

For those w
ho are seeking the enlightenm

ent of the Buddhas do these things rarely to be seen. 

（By Senchu 

M
urano

）

T
heir tongues reach to the Brahm

a heaven, their bodies em
it countless beam

s of light.

For the sake of those w
ho seek the Buddha w

ay they m
anifest these things that are rarely seen. 

（By Burton 

W
atson

）

　
仏
道
を
求
む
る
と
い
う
箇
所
で
あ
る
部
分
を
、
村
野
師
は
、「seeking the enlightenm

ent of the Buddhas

」
と
訳
し
て
、

Burton

氏
は
、「seek the Buddha w

ay

」
と
訳
し
て
い
る
。
仏
道
と
い
う
観
念
か
ら
も
、buddha w

ay

と
訳
す
る
の
が
良
い
か
と

考
え
る
が
、enlightenm

ent

と
い
う
の
は
、
悟
り
を
表
す
単
語
で
あ
る
の
で
、
意
訳
す
る
な
ら
ば
、
仏
の
悟
り
を
求
め
る
と
い
う
訳
と

な
る
の
で
、
根
底
を
考
え
る
な
ら
ば
、enlightenm

ent

を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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 Brahm

a heaven

…
…
梵
天
　
　Ray, Beam

s

…
…
光 

 For the Sake of

…
…
〜
の
為
に
　
　Rarely

…
…
希
有 

◆
諸
仏
謦

声
　
及
弾
指
之
声
　
周
聞
十
方
国
　
地
皆
六
種
動

　
諸
仏
謦

の
声
　
及
び
弾
指
の
声
　
周
く
十
方
の
国
に
聞
え
て
　
地
皆
六
種
に
動
ず

T
he sound of coughing of the Buddhas and the sound of their finger- snapping reverberate over the w

orlds of the 

ten quarters, and the ground 

﹇of those w
orlds

﹈ quakes in the six w
ays. 

（By Senchu M
urano

）

T
he sound of the Buddhas coughing, the sound of them

 snapping their fingers, is heard throughout the lands in 

the ten directions and the earth in all those lands m
oves in six w

ays. 

（By Burton W
atson

）

　
周
聞
十
方
国
の
翻
訳
で
あ
る
部
分
を
、
村
野
師
は
、「reverberate over the w

orlds ten quarters

＝
十
の
方
角
に
反
響
す
る
」

と
訳
し
、Burton

氏
は
、「is heard throughout the lands is the ten directions

＝
十
方
に
響
き
渡
る
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
は
、〝reverberate over

＝
〈
音
が
〉
反
響
す
る
〞
と
〝is heard throughout

＝
響
き
渡
る
〞
と
い
っ
た
違

い
で
あ
る
。
言
い
回
し
が
違
う
だ
け
で
あ
る
が
、
お
経
本
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
頂
き
た
い
。
一
文
一
句
が
大
切
な
仏
さ
ま
の
教
え
な

の
で
、
翻
訳
本
も
仏
さ
ま
の
教
え
が
説
か
れ
た
経
本
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
十
方
国
を
意
味
す
る
“the w

orld ten directions

”
と
“the land ten quarters

”
も
同
じ
「
十
方
の
世
界
」
な
の
か
「
十

方
の
陸
地
、
国
土
」
な
の
か
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
直
訳
の
意
味
ま
で
も
違
っ
て
く
る
。
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 Coughing

…
…
謦

　
　Finger- snapping

…
…
弾
指
　
　Six w

ays

…
…
六
種 

◆
以
仏
滅
度
後
　
能
持
是
経
故
　
諸
仏
皆
歓
喜
　
現
無
量
神
力

　
仏
の
滅
度
の
後
に
　
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
を
以
て
の
故
に
　
諸
仏
皆
歓
喜
し
て
　
無
量
の
神
力
を
現
じ
た
も
う

T
he B

uddhas joyfully display their im
m
easurable, supernatural pow

ers because 

﹇the B
odhisattvas from

 

underground

﹈ ﹇vow
 to

﹈ keep this sutra after m
y extinction. 

（By Senchu M
urano

）

Because after Buddha has passed into extinction there w
ill be those w

ho can uphold this sutra, the Buddha are all 

delighted and m
anifest im

m
easurable supernatural pow

ers. 

（By Burton W
atson

）

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
喜
ぶ
事
を
表
す
用
語
を
、
村
野
師
は
「joyful

」
と
翻
訳
しBurton

氏
は
、「delighted

」
と
翻
訳
し
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
の
喜
び
は
、
歓
喜
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、pram

uditā

、
仏
教
用
語
で
大

い
な
る
喜
び
を
表
し
喜
び
の
最
上
級
と
意
味
す
る
。
“Joyful
”
は
、
う
れ
し
い
こ
と
、
た
の
し
い
こ
と
、
ま
た
“Delighted

”
は
、
大
い

な
る
喜
び
、
驚
き
で
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
様
と
言
う
事
な
の
で
、
喜
び
の
最
上
級
の
“Delighted

”
を
選
択
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
示
現
や
顕
現
を
意
味
す
る
用
語
を
考
え
た
い
。
村
野
師
は
、「display

」
と
い
う
単
語
を
、Burton

氏
は
「m

anifest

」
と
い

う
単
語
を
使
用
し
て
い
る
。
“display

”
と
い
う
の
は
、
表
に
出
す
、
発
揮
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
単
語
で
あ
り
、
“manifest

”

と
い
う
単
語
は
、
明
ら
か
に
す
る
、
証
明
す
る
と
言
う
意
味
合
い
か
ら
もm

anifest

を
使
用
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。

 Im
m
easurable

…
…
計
る
こ
と
の
で
き
な
い 
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 Bodhisattvas from

 underground

…
…
地
涌
の
菩
薩 

 Extinction

…
…
滅
す
る 

◆
嘱
累
是
経
故
　
讃
美
受
持
者
　
於
無
量
劫
中
　
猶
故
不
能
尽

　
是
の
経
を
嘱
累
せ
ん
が
故
に
　
受
持
の
者
を
讃
美
す
る
こ
と
　
無
量
劫
の
中
に
於
て
す
と
も
　
猶
故
尽
く
す
こ
と
能
わ
じ

Even if I praise for innum
erable kalpas the keeper of this sutra, to w

hom
 it is to be transm

itted, I cannot praise 

him
 highly enough. 

（By Senchu M
urano

）

Because they w
ish to entrust this sutra, they praise and extol the person w

ho accepts and uphold it, and though 

they should do so for im
m
easurable kalpas they could never exhaust their praises. 

（By Burton W
atson

）

　
両
者
と
も
「kalpas

」
を
使
用
し
て
い
る
。K

alpas
と
い
う
の
は
、
劫
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
トK

alpa

を
用
い
て
い
る
。
こ
の
単
語
に
関

し
て
は
、
英
語
圏
の
方
に
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
な
の
で
日
本
人
同
様
、
時
を
意
味
す
る
単
語
で
あ
る
事
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
次
に
、
讃
美
す
る
の
部
分
を
、
村
野
師
は
「praise

＝
褒
め
る
」
と
訳
し
、Burton

氏
は
「xtol

＝
称
揚
す
る
」
と

訳
し
て
い
る
。
“Xtol

”
と
い
う
単
語
はPraise

の
最
上
級
の
用
語
で
あ
る
の
で
、
讃
美
を
意
味
す
る
単
語
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
神
力
品
で
大
切
な
嘱
累
の
訳
語
と
し
て
村
野
師
は
、「T

ransm
it

＝
後
世
に
伝
え
る
」
を
使
用
しBurton

氏
は
、

「Entrust

＝
責
任
や
任
務
を
依
託
・
委
任
す
る
」
と
い
う
単
語
を
使
用
し
て
い
る
。
仏
さ
ま
よ
り
弘
め
る
為
の
委
任
を
受
け
る
の
で
、

Burton

氏
のEntrust

を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ま
た
、
受
持
を
意
味
す
る
単
語
と
し
て
、
村
野
師
の
「K

eeper

」
と
す
る
だ
け
かBurton

氏
「accepts and uphold

」
と
す
る
か

を
判
断
し
た
と
き
に
は
、
受
け
て
持
つ
の
で
、accept and uphold

と
丁
寧
に
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 Exhaust
…
…
尽
く
す 

◆
是
人
之
功
徳
　
無
辺
無
有
窮
　
如
十
方
虚
空
　
不
可
得
辺
際

　
是
の
人
の
功
徳
は
　
無
辺
に
し
て
窮
ま
り
あ
る
こ
と
な
け
ん
　
十
方
虚
空
の
　
辺
際
を
得
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し

H
is m
erits are as lim

itless, as infinite, and as boundless as the skies of the w
orlds of the ten quarters. 

（By Senchu 

M
urano

）

T
he Benefits gained by such a person are boundless and inexhaustible, like the vast sky in the ten directions that 

no one can set a lim
it to. 

（By Burton W
atson

）

　
功
徳
を
意
味
す
る
単
語
を
村
野
師
は
、「m

erit

＝
功
績
」Burton

氏
は
、「benefit

＝
利
益
」
を
使
用
し
て
い
る
。
利
益
と
い
う
の

は
〝
り
え
き
〞
と
も
読
む
が
、
仏
教
用
語
と
し
て
は
〝
り
や
く
〞
と
読
む
。〝
り
や
く
〞
と
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
神
仏
の
力
に

よ
っ
て
授
か
る
利
福
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
利
益
で
は
な
く
功
徳
で
あ
り
、
功
績
は
自
分
の
利
を
考
え
ず
に
人
か
ら
認
め
ら
れ

る
事
で
あ
る
。
功
績
の
方
が
良
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、good deed

（
善
行
）
やbenevolence deed

（
慈
悲
あ
る
行
い
）
や
「pious

＝
敬
虔
な
、
信
心
深
い
」
を
用
い
てpious act, or deed

＝
功
徳
と
訳
す
方
が
よ
り
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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◆
能
持
是
経
者
　
則
為
已
見
我
　
亦
見
多
宝
仏
　
及
諸
分
身
者
　
又
見
我
今
日
　
教
化
諸
菩
薩

　
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
者
は
　
則
ち
為
れ
已
に
我
を
見
　
亦
多
宝
仏
　
及
び
諸
の
分
身
者
を
見

　
又
我
が
今
日
　
教
化
せ
る
諸
の
菩
薩
を
見
る
な
り

A
nyone w

ho keeps this sutra w
ill be able to see m

e.

H
e also w

ill be able to see M
any T

reasures Buddha, 

﹇T
he Buddhas of

﹈ m
y replicas, and the Bodhisattvas w

hom
 I 

have taught today.
（By Senchu M

urano

）

O
ne w

ho can uphold this sutra has in effect already seen m
e, and likew

ise has seen M
any T

reasures Buddha and 

the Buddhas that are em
anations of m

y body. A
nd he also sees m

e today as I teach and convert the Bodhisattvas. 

（By Burton W
atson

）

　
分
身
者
を
意
味
す
る
単
語
を
村
野
師
は
、「replica
」
と
訳
し
、Burton

氏
は
、「em

anations of m
y body

」
と
訳
し
て
い
る
。

Replica

と
い
う
の
は
、
複
造
、
模
造
を
意
味
す
る
単
語
で
あ
る
の
で
、
仏
さ
ま
よ
り
放
た
れ
た
分
身
で
あ
る
存
在
を
意
味
す
る

「em
anations of m

y body

」
を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
ま
た
、　
教
化
を
村
野
師
は
、「taught

」
と
訳
し
、Burton
氏
は
、「teach and convert

」
と
訳
し
て
い
る
。
化
す
る
と
い
う
意
味

を
活
か
す
た
め
に
は
、
教
化
は
や
は
り
、teach and convert

と
訳
す
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
教
化
す
る
と
い
う
単
語
に
は

civilize

も
あ
る
が
、
こ
れ
も
残
念
な
こ
と
に
神
に
よ
っ
て
洗
礼
さ
れ
た
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
単
語
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、expound

＝
詳
し
く
説
明
を
す
る
と
い
う
単
語
も
考
え
ら
れ
る
。
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 M
any treasure buddha

…
…
多
宝
仏
の
こ
と 

◆
能
持
是
経
者
　
令
我
及
分
身
　
滅
度
多
宝
仏
　
一
切
皆
歓
喜
　
十
方
現
在
仏
　
竝
過
去
未
来

　
亦
見
亦
供
養
　
亦
令
得
歓
喜

　
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
者
は
　
我
及
び
分
身
　
滅
度
の
多
宝
仏
を
し
て
　
一
切
皆
歓
喜
せ
し
め
　
十
方
現
在
の
仏

　
竝
に
過
去
未
来
　
亦
は
見
亦
は
供
養
し
　
亦
は
歓
喜
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん

A
nyone w

ho keeps this sutra w
ill be able to cause m

e to rejoice. H
e also w

ill be able to bring joy to 

﹇the 

Buddhas

﹈ of m
y replicas and also M

any-T
reasures Buddha w

ho once passed aw
ay. H

e also w
ill be able to see the 

present, past and future Buddhas of the ten quarters, M
ake offerings to them

, and cause them
 to rejoice. 

（By 

Senchu M
urano

）

O
ne w

ho can uphold this sutra causes m
e and m

y em
anations, and M

any T
reasures Buddha w

ho has already 

entered extinction, all to be filled w
ith joy. M

any T
reasures Buddha w

ho has already entered extinction, all to be 

filled w
ith joy. T

he Buddhas w
ho are present in the ten directions and those of past and future ages. H

e w
ill see 

them
 too, offer alm

s to them
 and cause them

 to be filled w
ith joy. 

（By Burton W
atson

）

　
仏
の
滅
度
を
、
村
野
師
は
単
に
「Pass aw

ay

＝
滅
す
る
」
と
翻
訳
し
て
お
り
、Burton

氏
は
「Enter Extinction

＝
入
滅
す
る
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
滅
度
と
い
う
用
語
で
あ
る
が
、
神
力
偈
の
中
で
も
様
々
な
形
で
登
場
し
て
い
る
。
神
力
偈
の
な
か
で
は
他
に
、

「Pass into Extinction

＝
入
滅
す
る
（By Burton W

atson

）」、「Extinction
＝
滅
す
る
（By Senchu M

urano

）」「I have 
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passed into extinction

＝
私
（
仏
）
が
入
滅
し
た
（By Burton W

atson

）」
と
色
々
な
種
類
の
滅
度
が
登
場
す
る
。
そ
も
そ
も
、
涅

槃
と
い
う
の
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
音
写
で
あ
る
が
、N

irvana

と
い
う
違
う
単
語
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は

経
文
に
も
寿
量
品
（
方
便
し
て
涅
槃
を
現
ず
）
の
よ
う
に
涅
槃
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
村
野
師
は
寿
量
品
の
部

分
を
「show

 m
y nirvana

」
と
訳
し
、Burton

氏
は
、「enter nirvana

」
と
訳
し
て
い
る
。

　
同
じ
人
物
で
も
前
後
の
文
脈
な
ど
も
鑑
み
て
異
な
る
語
を
あ
て
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
々
文
々
の
精
神
か
ら
す
れ
ば
統
一
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
もPass into

と
い
う
「
成
る
、
入
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
滅
す
る
状
態
に
い
る

と
い
う
状
況
を
考
え
れ
ば
、「Pass into Extinction

」
が
、
丁
寧
で
良
い
言
い
回
し
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 

「M
ake offerings

」「offer alm
s

」
…
…
供
養
す
る 

 

「cause them
 to rejoice.

」「cause them
 to be filled w

ith joy.

」
…
…
歓
喜
す
る 

◆
諸
仏
坐
道
場

　
所
得
秘
要
法 

能
持
是
経
者

　
不
久
亦
当
得

　
諸
仏
道
場
に
坐
し
て

　
得
た
ま
え
る
所
の
秘
要
の
法

　
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
者
は

　
久
し
か
ら
ず
し
て
亦
当
に
得
べ
し

T
he Buddhas sat at the place of enlightenm

ent, and obtained the hidden core. A
nyone w

ho keeps this sutra w
ill 

be able to obtain the sam
e before long. 

（By Senchu M
urano

）

T
he secret essentials of the Law

 gained by the Buddhas how
 sat in the place of practice. O

ne w
ho can uphold this 

sutra w
ill gain them

 too before long. 

（By Burton W
atson

）
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秘
要
の
法
を
意
味
す
る
箇
所
を
村
野
師
は
、「T

he hidden core

」
と
訳
し
、Burton

氏
は
、「T

he secret essentials of the 

Law
」
と
訳
し
て
い
る
。
村
野
師
の
訳
は
、
直
訳
す
る
と
、「
隠
れ
た
芯
な
る
物
」
と
な
る
。
一
方Burton

氏
は
、Law

が
付
随
し
て
い

る
の
で
、
隠
さ
れ
た
必
要
不
可
欠
な
法
と
な
る
。
文
脈
か
ら
も
あ
る
程
度
は
読
み
取
れ
る
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
秘
要
の
法
を
確
実
に
訳

し
て
い
る
の
は
、Burton

氏
の
訳
と
な
る
。

　
ま
た
、
道
場
を
意
味
す
る
箇
所
を
村
野
師
は
、「the place of enlightenm

ent

」
と
訳
し
て
、Burton

氏
は
、「the place of 

practice

」
と
訳
し
て
い
る
。
文
脈
か
ら
諸
々
の
仏
が
座
す
所
な
の
で
、
悟
り
を
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
汲
み
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、

burton

氏
の
修
行
す
る
場
所
と
訳
す
よ
り
も
、
村
野
師
の
悟
り
を
得
ら
れ
る
場
所
と
翻
訳
し
た
方
が
懇
切
丁
寧
で
あ
る
事
か
ら
、
こ
ち

ら
で
は
村
野
師
のenlightenm

ent
を
付
け
加
え
た
方
が
よ
り
理
解
度
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

◆
能
持
是
経
者

　
於
諸
法
之
義

　
名
字
及
言
辞

　
楽
説
無
窮
尽

　
如
風
於
空
中

　
一
切
無
障
碍

　
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
者
は

　
諸
法
の
義

　
名
字
及
び
言
辞
に
於
て

　
楽
説
窮
尽
な
き
こ
と

　
風
の
空
中
に
於
て

　
一
切
障
碍
な
き
が
如
く
な
ら
ん

A
nyone w

ho keeps this sutra w
ill be able to expound the m

eanings of the teachings, and the nam
es and w

ords 

﹇of 

this sutra

﹈. T
heir eloquence w

ill be as boundless and as unhindered as the w
ind in the sky. 

（By Senchu M
urano

）

O
ne w

ho can uphold this sutra w
ill delight in endlessly expounding the principles of the various doctrines and 

their nam
es and phrases, like a w

ind in the open sky m
oving everyw

here w
ithout hindrance or block. 

（By Burton 

W
atson

）
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諸
法
の
義
を
意
味
す
る
部
分
を
村
野
師
は
、「the m

eanings of the teachings

」Burton

氏
は
、「principle of the various 

doctrines

」
と
用
い
て
い
る
。M

eaning

とprinciple

は
意
味
と
原
則
、teaching

とdoctrine

は
、
教
え
と
教
義
。
あ
え
て
、

Burton
氏
は
こ
の
箇
所
をD

octrine

と
し
た
事
か
ら
は
、Burton

氏
が
翻
訳
さ
れ
た
法
華
経
の
前
書
き
に
も
書
か
れ
て
い
た
通
り
、
中

国
語
教
授
と
し
て
の
漢
字
へ
の
拘
り
が
伺
え
る
。

　
ま
た
、
如
風
於
空
中
　
一
切
無
障
碍
の
箇
所
も
村
野
師
は
、「T
heir eloquence w

ill be as boundless and as unhindered as 

the w
ind in the sky

＝ 

こ
れ
ら
の
雄
弁
さ
は
、
空
の
風
と
同
じ
く
ら
い
果
て
し
な
く
て
、
な
に
も
遮
る
物
は
な
い
で
す
」
と
翻
訳
し
、

Burton

氏
は
「like a w

ind in the open sky m
oving everyw

here w
ithout hindrance or block.

＝
妨
害
や
障
害
物
が
な
い
こ

と
は
、
開
か
れ
た
空
で
何
処
に
で
も
行
け
る
風
の
よ
う
で
あ
る
」
と
訳
し
た
。
一
つ
の
文
章
に
し
て
も
こ
れ
だ
け
表
現
が
違
う
と
い
う
こ

と
は
意
訳
や
私
訳
も
付
け
加
え
な
い
と
い
け
な
い
の
が
伺
え
る
。

◆
於
如
来
滅
後

　
知
仏
所
説
経

　
因
縁
及
次
第

　
随
義
如
実
説

　
如
来
の
滅
後
に
於
て

　
仏
の
所
説
の
経
の

　
因
縁
及
び
次
第
を
知
っ
て

　
義
に
随
っ
て
実
の
如
く
説
か
ん

A
nyone w

ho understands w
hy the Buddhas expound 

﹇m
any

﹈ sutra, w
ho know

s the position 

﹇of this sutra in the 

series of sutra

﹈, and w
ho expounds it after m

y extinction according to its true m
eaning, 

（By Senchu M
urano

）

A
fter the thus Com

e O
ne has passed into extinction, this person w

ill know
 the sutras preached by the Buddha, 

their causes and conditions and their proper sequence, and w
ill preach them

 truthfully in accordance w
ith 

principle. 

（By Burton W
atson

）
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右
記
の
文
節
は
、
法
華
経
の
教
え
が
順
序
立
て
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
を
理
解
し
た
者
は
、
未
来
に
於
い
て
そ
の
教
え
を

説
い
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
村
野
師
は
「
何
故
仏
さ
ま
が
沢
山
の
教
え
を
お
説
き
に
成
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
沢
山

の
教
典
が
あ
る
中
で
法
華
経
の
位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
な
所
に
あ
る
の
か
を
理
解
し
た
者
は
、
真
実
の
意
味
に
従
い
、
私
の
滅
度
の
後
に

こ
の
教
え
を
弘
め
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、Burton

氏
は
、「
如
来
の
滅
度
の
後
に
、
仏
さ
ま
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
え
を
理

解
出
来
た
者
は
、
法
華
経
の
発
生
原
因
と
次
第
を
理
解
出
来
、
原
理
に
従
っ
て
真
実
に
法
を
説
く
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
」
と
直
訳
が
二

つ
と
も
似
て
も
似
つ
か
ず
の
部
分
が
あ
る
。
村
野
師
の
方
は
、﹇
　
﹈
付
け
で
﹇m

any, series of sutra

﹈
と
い
う
言
葉
を
添
え
て
、
四

十
余
年
未
顕
真
実
、
五
時
八
教
が
根
底
に
あ
る
事
を
暗
示
し
て
い
て
、
よ
り
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
箇
所
で
も
そ
う
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
諸
法
や
所
説
の
経
で
あ
る
が
、
村
野
師
の
方
は
﹇
　
﹈
付
け
で
法
華
経
を
意
味
し
て
い
て
、
単
数
形
を
使
用
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、Burton

氏
はD

octrines
やsutras

やthem

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
全
て
複
数
形
を
使
用
し
て
い
る
。
箇
所
に
も
依
り
け

り
で
あ
る
が
、
法
華
経
以
前
の
経
文
を
表
す
と
き
は
、
複
数
形
を
用
い
て
、
法
華
経
オ
ン
リ
ー
を
表
す
と
き
は
、
単
数
形
で
表
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
未
来
に
説
か
れ
て
い
く
教
義
は
法
華
経
な
の
で
、
そ
こ
の
箇
所
は
単
数
形
を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
村
野
師
は
、「Buddhas

」
と
訳
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、Burton

氏
は
「the thus Com

e O
ne

」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
存
在
は
同
一
で
も
漢
字
か
ら
訳
し
た
と
い
うBurton
氏
の
意
向
が
感
じ
ら
れ
、
如
来
と
仏
の
区
別
を
付
け
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

 A
ccording to, In accordance w

ith

…
…
〜
に
従
っ
て

　
　Proper Sequence

…
…
順
序
。
次
第 

 Preach

…
…
説
教
・
伝
道
す
る
（
キ
リ
ス
ト
教
用
語
） 
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◆
如
日
月
光
明
　
能
除
諸
幽
冥
　
斯
人
行
世
間
　
能
滅
衆
生
闇

　
日
月
の
光
明
の
　
能
く
諸
の
幽
冥
を
除
く
が
如
く
　
斯
の
人
世
間
に
行
じ
て
　
能
く
衆
生
の
闇
を
滅
し

W
ill be able to elim

inate the darkness of the living beings of the w
orlds w

here he w
alk about, just as the light of 

the sun and the m
oon elim

inates all darkness. 

（By Senchu M
urano

）

A
s the light of the sun and m

oon can banish all obscurity and gloom
, so this person as he passes through the 

w
orld can w

ipe out the darkness of living beings, 

（By Burton W
atson

）

　
我
々
も
普
段
拝
読
す
る
日
月
偈
の
部
分
で
あ
る
が
、「
幽
冥
を
除
く
」
の
「
除
く
」
と
、「
衆
生
の
闇
を
滅
す
る
」
の
「
滅
す
る
」
は
、

や
は
り
使
い
分
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
村
野
師
は
両
方
と
も
「elim

inate

」
を
使
用
し
て
お
り
、Burton

氏
は
〝
除
く
〞

を
「banish

＝
追
放
す
る
」
を
使
用
し
〝
滅
す
る
〞
を
「w

ipe out

＝
一
掃
す
る
、
絶
滅
す
る
」
を
使
用
し
て
い
る
。

 darkness of living beings

…
…
衆
生
の
闇

　
　all obscurity and gloom

…
…
す
べ
て
の
幽
冥 

 w
alk about

…
…
ゴ
ー
ル
の
な
い
旅
路
、
こ
こ
で
は
弘
道
の
旅
路
を
意
味
す
る
の
で
は 

 passes through

…
…
通
り
抜
け
る 

◆
教
無
量
菩
薩

　
畢
竟
住
一
乗

　
無
量
の
菩
薩
を
し
て

　
畢
竟
し
て
一
乗
に
住
せ
し
め
ん

H
e w
ill be able to cause innum

erable Bodhisattvas to dw
ell finally in the O

ne V
ehicle. 

（By Senchu M
urano

）
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Causing im
m
easurable num

bers of bodhisattvas in the end to dw
ell in the single vehicle. 

（By Burton W
atson

）

　
表
記
の
違
い
だ
け
で
あ
る
が
、
一
乗
と
い
う
表
記
に
二
パ
タ
ー
ン
あ
る
事
に
疑
問
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
村
野
師
の
方
は
、「T

he 

O
ne V

ehicle
」
と
訳
し
、Burton

氏
の
方
は
「T

he Single V
ehicle

」
と
訳
し
て
い
る
。O

ne

と
い
う
の
は
、
一
つ
と
い
う
意
味
も

あ
る
が
、
唯
一
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
一
方
、Single

に
は
、
様
々
な
意
味
が
あ
る
が
、
た
っ
た
一
つ
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
、Single

と
い
う
表
記
は
、
一
人
用
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
の
で
、
受
け
取
ら
れ
方
と
し
て
は
大
乗
＝
一

乗
と
い
う
よ
う
に
受
け
取
っ
て
貰
う
事
が
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
使
う
な
ら
ば
、
文
脈
か
ら
も
読
み
取
れ
る
事
で
あ
る
が
、

「T
he O

nly O
ne V

ehicle 
﹇to Enlightenm

ent

﹈」
と
し
て
、﹇
悟
り
へ
の
唯
一
の
乗
り
物
﹈
と
表
記
し
た
方
が
良
い
か
と
考
え
る
。

 D
w
ell

…
…
居
住
す
る
、
住
す
る 

◆
是
故
有
智
者

　
聞
此
功
徳
利

　
是
の
故
に
智
あ
ら
ん
者

　
此
の
功
徳
の
利
を
聞
い
て

T
herefore, the m

an of w
isdom

 w
ho hears the benefits of these m

erits. and the m
an of w

isdom
, w
ho keeps this 

sutra, 

（By Senchu M
urano

）

T
herefore a person of w

isdom
, hearing how

 keen are the benefits to be gained, 

（By Burton W
atson

）

　
前
述
し
た
事
で
あ
る
が
、「benefit

」
と
「m

erit

」
の
違
い
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
終
着
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
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な
ら
ば
、
功
徳
の
利
と
い
う
用
語
が
出
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
村
野
師
は
、「benefits of these m

erits

」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

Burton

氏
は
や
は
り
、
功
徳
をbenefit

と
使
っ
て
い
る
。
村
野
師
が
使
い
分
け
て
い
る
の
で
、
や
は
り
村
野
師
の
中
で
は
功
徳
と
利
益

と
の
使
い
分
け
を
さ
れ
て
い
る
の
が
伺
え
る
。

 W
isdom

…
…
智
慧
、K

een

…
…
洞
察
力
の
あ
る
様 

◆
於
我
滅
度
後
　
応
受
持
斯
経
　
是
人
於
仏
道
　
決
定
無
有
疑

　
我
が
滅
度
の
後
に
於
て
　
斯
の
経
を
受
持
す
べ
し
　
是
の
人
仏
道
に
於
て
　
決
定
し
て
疑
あ
る
こ
と
な
け
ん

A
nd the m

an of w
isdom

, w
ho keeps this sutra, after m

y extinction, w
ill be able to attain the enlightenm

ent of the 

Buddha definitely and doubtlessly. 
（By Senchu M

urano

）

Such a person assuredly and w
ithout doubt w

ill attain the Buddha w
ay. 

（By Burton W
atson

）

　
前
述
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
仏
道
を
、
村
野
師
は
「attain the enlightenm

ent of the Buddha

」
と
翻
訳
し
、Burton

氏
は
、「attain the Buddha w

ay.

」
と
訳
し
て
い
る
事
を
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
悟
り
を
意
味
す
るenlightenm

ent

を
使

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 D
efinitely, A

ssuredly

…
…
決
定 

 D
oubtlessly, w

ithout doubt

…
…
疑
い
な
く 
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３
、
ま
と
め

　
上
記
に
て
紹
介
し
た
神
力
品
で
村
野
師
とBurton

氏
の
二
冊
を
比
較
対
照
し
た
だ
け
で
も
大
き
な
違
い
や
ず
れ
が
明
確
と
な
っ
た
。

今
回
は
偈
文
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
神
力
品
全
て
で
あ
っ
た
り
、
ま
し
て
や
法
華
経
二
十
八
品
と
な
る
と
、
そ
の
量
は
膨
大
で
あ
ろ
う
。
序

説
に
も
記
述
し
た
事
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
底
本
と
し
て
英
語
へ
翻
訳
さ
れ
た
翻
訳
書
が
、
二
冊
（Jan H

endrik 

K
ern

訳
、Leon H

urvitz

訳
）、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
辞
典
を
使
用
し
た
翻
訳
書
一
冊
（
久
保
継
成
・
湯
山
明
訳
）、
鳩
摩
羅
什
師
が
訳

さ
れ
た
中
国
語
か
ら
英
語
へ
訳
さ
れ
た
法
華
経
が
三
冊
と
実
に
六
冊
の
英
語
翻
訳
版
法
華
経
が
世
の
中
に
存
在
す
る
。
今
後
、
日
蓮
聖
人

門
下
と
し
て
文
字
の
大
切
さ
は
、
日
蓮
聖
人
が
『
法
蓮
抄
』
で
お
示
し
に
な
ら
れ
て
い
る
お
言
葉
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
今
の
法
華
経
の
文
字
は
皆
生
身
の
仏
な
り
。
我
等
は
肉
眼
な
れ
ば
文
字
と
見
る
也
。（
略
）
此
の
法
華
経
の
文
字
は
肉
眼
は
（
略
）
黒

色
と
見
る
。
二
乗
は
虚
空
と
見
、
菩
薩
は
種
種
の
色
と
見
、
仏
種
純
熟
せ
る
人
は
仏
と
見
奉
る
」（『
定
遺
』
九
三
四
〜
九
五
七
頁
）

　
つ
ま
り
、
法
華
経
の
一
文
字
一
文
字
が
正
し
く
生
身
の
仏
さ
ま
と
感
じ
て
大
切
に
拝
読
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
お
示
し
な
の
で
あ
る
。

法
華
経
の
一
文
一
句
が
大
切
で
あ
る
の
で
、
教
え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
日
本
の
日
蓮
宗
と
し
て
の
我
々
が
読
む
法
華
経
は
六
万
九
千
三
百

八
十
四
文
字
の
一
つ
一
つ
が
大
事
な
の
と
同
様
に
、
英
語
版
は
、
そ
の
文
字
に
治
ま
ら
な
い
と
し
て
も
一
つ
一
つ
の
文
字
を
も
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
が
寛
容
で
は
な
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
へ
翻
訳
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
法
華
経
が
発
信
さ
れ
て
い
く
の
で
、
現
地
教
師
に
よ
る
編
纂
会
議
を
通
じ
て
、
一
つ
一
つ
の
文
言
を
正
し
く
し
て
、
国
際
布
教
師
が

間
違
い
な
く
統
一
し
た
用
語
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
お
釈
迦
さ
ま
、
鳩
摩
羅
什

師
、
日
蓮
大
聖
人
の
報
恩
を
く
み
取
り
、
お
釈
迦
さ
ま
が
末
法
の
人
々
に
残
し
て
下
さ
っ
た
法
華
経
を
大
切
に
扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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